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背景：富士フイルムソフトウエアの事業内容





© FUJIFILM Software Co., Ltd. 4

当社ではSW開発向けに、設計手法・プロセスを体系化・標準化
QPIT: Quality and Productivity Improvement Toolkit

• 品質・生産性の向上が狙い
• 各工程の目的・タスク・成果物を定義
• 標準からの修整（テーラリング）も規定

SWエンジニアのスキル認定を制度化 (QPIT Master)
• QPIT各工程に対応して、設計・実装スキルレベルを5段階で設定
• 作成された成果物を、有識者が審査して認定
• SWエンジニアの育成に活用

➡ FPGA開発への応用を検討（2020～）

背景：ソフトウエア設計プロセスの整備
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• テーラリングの考え方を取り入れた開発プロセス・成果物標準QPIT-FPGAを提案した
• 開発現場へのプロセス定着が進んだことで、成果物の定量的な品質管理にもつながっている

（岡崎、内田、「FPGA開発における定量的品質管理の取り組み」、HotSPA 2024）

• スキル認定制度QPIT-FPGA Masterを策定し、同段階に応じて育成するモデルを構築した
• Bronze・Silverの認定は概ね目安年次通りに進んでおり、期待した育成効果が得られている

• 運用状況を踏まえて、プロセスや育成モデルの継続的改善に取り組んでいく
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